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1.緒 言

「結核補禮結 合反慮 へ 結核 ノ血清學的診断法 ル
。 「アンチゲ ン」トシテ由來注 目セ ラレタルモ

中・最 モ重要覗 サル ・反癒 デアルガ、未 グ1一分 ノへBesredka ,Wassermann,Neuberg,

活 動 性結核 ト非活動性結核 トテ匠別 スルマデニWitebsky,鴻 上 氏等 ニヨル 「アンチク㌧1デ ア

至 ラナイ。然 シ、本反磨 實施 二當 リ、 診断的償 ル。余等 ハ、鴻上慶治郎博士 ノ御好意 ニ ヨリ、

値 アル、優 秀 ナル 「ア ンチゲ ン」ラ得 ル事 二努力 同博士等 ノ新抗元 「スクァロ・ツベ ル クリン」テ

シ・且 ツ操作方 法 ノ統 一 ト操作 上 二於 クル綿密 分與 サル ・ラ得 タ ノデ
、 「ス クァロ・ツ・ごノ、ク リ

ナル注 意 トニ顧慮 スルナ ラベ 特 異性 テ有 スル ン」テ抗元 トスル結核補膿結合反慮 ラ追試 シタ
,

反 慮 トシテ・ ソノ眞假 テ登揮 スルニ至 ルモ ノ ト 今弦 二、其 ノ實験 成績 テ報告 スル次 第 デ ア・し
。

考ヘ ラレル」。 トへ 多 ク ノ學者 ノ認 ムル所 デア

II.操 作 方 法 及 注 意 事 項

1・豫 備試験 ロ)「 ア》チゲ ン」自家抑制 卜使 用量測定

の 「ヘ モ リヂ ン」償測定及其 ノ使用量 「アンチゲ ン」ノ使用量ハ、 自家抑制 ラ 示 サ ザ

「ヘモ リヂ ン」ノ使 用量ノ・
、370C重 濫 煎15分 間 ノL、最大 量 ノ牛量 テ探 ル。(第2表 ノ

ノ「ヘ モ リヂ ン」償 ノ3倍 テ探 ルn(第1表1



2 河 牛く・市 山=鴻 上 氏 等 「ス 〃 ア ロ・ソ ベ ル ク リ ノ」ヲ抗 元 トス ル結 核 補 骸 結 合反 慮 二就 テ 【第16雀

第 1 表

試 験 管 番 號 1 π 皿 IV V VI VE

「ヘ モ リ ヂ ソ」 100倍

0.3α α

200倍

0.3α α

400倍

0.3cq

800倍

0,3co

1600倍

0,3α α

3200倍

0,30α

「

6400倍

0,3αo

4%洗 漁山羊血球浮游液 0.3cq 0,3cc 0.3α α 0.3α α 0.3qα 0.3Gα 0.3α α

生 理 的 食 盤 水 0,6cα 0.6αc 0.6α α 0.6α α 0,60α 0.6Gα 0.6cq

15倍 海 瞑 補 盟 0.30α 0,3α α 0,3こG 0,3α α 0.3αo 0.3αo 0.3αc

内 容 振 盈 混 和37。C重 盈 煎15分 間

結 果1≡1≡1≡1≡1熊1柵}柵

第

試験管番號 1 皿 皿 IV V
1

「ア ソチ ゲ ソ」 原
0.3αo

2倍

0.3α α

4倍

0,3α α
8倍
0,3αα

116倍

0.3α α

1

「

1

生理的食盤水 0.85αc 0.85cα 0.85cql0.85αq 0.85α α
15倍 補 髄 0.15α α0.15α α0.15α α0.15α α0.15α α

内容混和37℃ 重盈煎30分 間
1

感 作 血 球 、0.2αα10.2αclO.2cα 、0.2αα10.2cα1

内容混和37。C重 盈煎15分 間1

、 果 団H弗1≡1≡ ・≡1

T.D.「
ヘ モ リヂ ン」使用量(G.D.)=3

1200
=
3

=400倍 稀 繹

2表 徽 毒反慮 ノ「ア ンチゲ ン」モ同様 ノ操作 一 ヨリ、

ソ ノ使用 量 ラ測 定 スル。

皿.本 試験(第3表 〉

實験 ノ都度豫備試験 テ必要 トスル。即 チ、 第 一

一「ヘ モ リヂ ン」ノ使 用量 テ決定 シ、次 二使用 量

ノ「ヘ モ リチ シ」ニテ、 「ア ンチゲ ン」ノ使 用量 ヲ

決定 シ、本試験 二移 ル。

「ア ン チ ゲ ン」使 用 量(G .D.)=・3×2

-6倍 稀 葎

第3
.表

試 験 管 番 號 1 皿 皿 IV V VI

非 働 性 血 清 原

0,1qα

5倍

0.1cα

15倍

0.1α α

原

0.1cα

一一

使 用 量 「ア ソチ ゲ ソ」 0.3cα 0.3α α 0.3cα 0,30G

生 理 的 食 唖 水 0.75α α 0.75co 0.75cα 1.05α α 0.85α α 1.15砿c

15倍 補 盟 0.15cα 0.15α α 0.15cc 0.15αo 0.15α α 0.15α α一
内 容 混 和37℃ 重 盤 煎30分 間

二盛 作 血 球:0・2cq;0・2α α10.20α10.2α α10・2α αiO・2。G

一 冒一,一

一 一 亭 『

内 容 混 和37℃ 重 盈 煎15分 間
一 一一 『　皿

結 果 柵1+!≡i≡ 「 一 ≡1≡ 「

(註){灘撫 一

仁試験 ノ結果 ハ次 ノ如 ク判 定 ス.

疑 問反磨(±)・ … 試験管1ガ 痕跡 ノ溶 血阻II:.7

示 ス場合

弱陽 性(+〉 … ・1二 溶血阻 止 アルモ ノ

中等度 陽性(十1・/・…'1"共 二溶 血阻 止ヲ示 スモ

ノ

強 度陽性(・H")・… 臼H皿 溶血阻 止 アルモ ノ

皿.試 験 二際 シテ ノ注意事項

(イ〉 被検血清

被検 血清 ハ、560C重 盤 煎 ニテ30分 間加熱非働

性 トシテ使 用 シタ。

rロ)補 艦
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試 験 前 夜晩 ク、成熟健康海瞑数 匹 ヨ リ、1--2c.c

宛 探 血 シ、探 血間隔 ハ15日 間以上 ト シ タ。爾

妊娠海狸 ノ血清 ハ使 用 シナカツタ.補 禮 ・、 常

一、15倍 稀稗 トシタ。

イハ1溶 血性墜介禮

「ヘモ リヂ ン」ハ
、常 二、抗 山羊血球 免疫 家 兎1(ll

清 ラ使用 シタ。 「ヘモ リヂ ン」償 ガ、重淋煎15分

後300倍 以 下 一=一アノしモ ノ・・使用 シナ カ・ソタ。

(二)血 球俘游液

洗1條山羊1佃 求俘游液 ・・、前 二、4%ト シ、試験

・當 日探 血 シタ
.

(ホ)感 作血球

大盟、 使用前30分 間r.調 製 シタ。感作血球 ・・、

使用:壁二稀裸 シタ「ヘモ リチ ン」ト、4%山 羊lf旺

球 浮游液 トノ等 量 テ、大試験管 ニテ、迅速 月。ツ

ンド等 二混和 シテ調製 シタ
.

IV.吸 著 實験 ニツイテ

鴻 上氏等 乾燥S.T.菌 粉 末 テ吸著元 トシテ、吸

著法 テ終 ヘ タル血清 ト原1(ILip;トノ補 膣結 合反慮

ノ封比實験 テ試 ミタル ニ、該菌粉 末 一 ヨツテ、

結 核補龍 結合性抗龍 ノ吸著除 去 ガ可能 デ ・'ル。

從 ツテ、結核 ト徽 毒 ト子、血清學 的 二鑑別 シ得

タ。此 ノ場合、吸牧後 ノ1価青 テ 遠心沈澱 シタ

・レ、 上澄 血清 二於 ケ ノし補膿結 合反 慮實施 二際

シ、 血清 ハ5倍 稀群 ト シ 肩 吏用 シ、15倍 補艦

0.05c.c・宛歪曾進法 テ行 ・ソタ。

爾、鴻 上、川 上氏 ノ所 謂K.K.R.ラ モ 行 ツ

タ。 即 チ、吸牧後 ノ血清 テ遠心沈澱 シテ、感作

吸牧元 テ以 テ行 へ ・し補膿結合反慮 ∴於 テ ・・、感

作吸牧元 ハ、非働性原被検 血清0.5-1.Oc.c.一=SgS

シテ、 乾燥S.T.菌 粉 末lmgテ 加 へ、重 盈煎

45分 時虚 置 シタル後 二、張力電氣遠心操作 テ5

分 一10分 間 行 ヒ、」二澄血清 テ捨 テタ1しモノー、

生理的食盤水0.2c・c・一?加へ混和後、之 テ倍進稀

鐸法 ラ行 ツタ。

11■ 實験成績

(1)結 核患者 二樹 スル成績

il.浮 風 園入園患者 ノ血清200例 二封 シテ行 ヘ

ル、 結核補膿結合反癒 ノ成績 ハ、 陽性179例

・(89・5%) 、 陰 性21例(10.5%ノ ニ シテ、此 ノ陽性

中、張陽性 ナルモ ノ99例(55%)、 中等度 陽性

:54例(30%)、 弱 陽性26例(15%)デ ア ツタ。

咽麟1欝縢鞍
II・赤 血球 沈降速度 トノ關係(第4表1

補 禮結合反慮 テ行 ヘルモ ノノ中、 同時 ・一、赤沈

反癒 テ測定 シタル131例 ニ ツキb爾 反慮間 ノ關

係 テ観 ルー、次 表 ノ如 キ成績 テ得 タ.赤 沈反慮

へ20℃ ∴於 ケル1時 間値 テ ト'ソタn

皿.病 型:・ ノ關係{第5表 ♪

結核患 者193例=一 ツキ、其補盟結 合反慮 ト病型

トノ關係 テ観察 スノし 一、 陽性173例(89.6%1
、

第 4 表

＼<轡 版 慮

赤沈反齋 ＼
9mm以 下

10mm以 上

20mm以 上

30mm以 上

40mm以 上

50mm以 上

.凱
両

4

1

1

∂

11

十

4

3

1

一∂

8

9

30

十十

2

3

2

2

4

7

20

柵

9

6

8

1

3

43

70

宥
阿

19

13

11

9

15

6↓

131

陰性20例(10・4%)ノ 中、張 陽性 二於 テ ・・、檜

殖型最 モ多 ク45例 、混 合 型之 二次 ギ38例 、滲

出型 ハ 最 モ少 ク29例 デ アツタ.中 等度陽性 二

於 テハ、混合型 ノ20例 、檜殖型 ノ14例 、滲 出

型 ノ6例 ノ順 序 デ ア'ソタ。弱陽性 ニテハ、増 殖

型15例 、混合型4例 、滲出型2例 。陰性 二於 テ

ハ、壇 殖型9例 、滲出型8例 、混合 型3例 デ ア

'ソタ
。 表言已'へしバ、」欠ノ如 クァァ ノル^
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第 5 表
一

＼輩結鷹

病 型 ＼＼ ＼＼ 一

十 十十 柵 計

滲 出 型8 2 6-2945

混 合 型3 4203865

増 殖 型915144583

言
口 202140112193

IV.開 放 性非 開放性 トノ關係(第6表}

結 核補龍結合反慮 テ行 ヘル患者127例 ニ ッキ、

喀 疾 中結核菌 ノ有 無 テ検査(チ ー ル・ガベット法)

セ シー;一一一・、開放 性81例s非 開放性46例 ニ シテ、補

禮 結合反慮 陽性者118例 ノ中、強 陽性 ニ テハ、

開放性48例 、非 開放 性24例 、 中等度 陽性 ニ テ

ノ・、 開放 性15例 、 非開放性4例 、 弱 陽性 ニ テ

ノ・、開放性14例 、非 開放性13例 。 陰性者 二於

テハ、開放性4例 、非開放性5例 デ ア・ソタ。

第6表

開 放 性

非 開 放 性
1碁
ロ

4

5

9

十

一π 一一

13

27

什
一T

t'M

4

19

48

24

72

田冒
面

一藪「

46

127

(2)結 核患 者 二常 二接 スル者 二『封 スノレ成績

浮 風園職員拉 二附添婦 ノ 血清60例 二封 シテ

行 ヘ ル補 艦結合反癒 ノ成績 ノ・、陽性18例(30%)

ニ シテ、 ソ ノ中、強陽性4例(7%)、 中 等度陽

性8例(13%)、 弱 陽性6例(10%)デ ア ツタ。

術 上記60名 二封 シ、ニ ヒトニ氏 反慮 テ 検 セ・シ

ニ、 陽性56例(93%)、 陰 性4例(7%)デ ア ツ

タ。而 シテ、補膿 結合反慮 トマ ン トー氏反慮 トノ

關係 テ観 ルニ、補膿結合反癒 陽性 ナ ル場合 ニハ、

マ}ト ー氏反慮 ハ常 二陽性 ナルモ、 マ ン トー氏

反慮陰性 ナル場 合 ニハ、補禮結合反慮 モ亦 陰性

デ アツタ。

(3)製 縣工場女工 二封 スノv成績

所謂 外観的健康者(ScheinbarGesund>ト シテ、

信州 某製縣工場女工340例(圭 トシテ16歳 乃至

20歳)テ 選 ンダ。 上記340例 ノ血清 二封 シテ、

Squalo-Tuberculinテ 抗 元 トシテ行 ヘル、補鵠

結合反 慮 ノ成績 ノ・、陽性率26%ニ シ テ、 ソ ノ

中、弓星陽性22%、 中等 度陽性42%、 弱 陽性36

%デ アツタ.爾 徽毒反歴i陽性 ナル モ ノ4%ア ・ソ

タガ、 吸著實験 ニ ヨ リ、結核 トノ重合感染無 キ

コ トテ諦明 シ得 タ。

一膿!鷺 _冶
ム)

以 上 ノ・、輩 一、血 満免疫學 的検 索 ノ結果 テ報沓

セルモ ノデ、臨休的及 ビ「レン トゲ ン」上 ノ診断

ハ、全然、行 ハナ イモ ノデ アル。

(D吸 著實験 ノ成績

鴻 上氏等 ノ乾燥S.T.菌 粉 末 テ吸著元 トスノし、

吸 著實験 テ實施 セ シニ、結核補膿結 合性抗龍 ハ、

悉 ク、吸著可能 デ アツタ.從 ツテ、徽毒血清 二

於 テハ、結核 トノ重合感染 ノ有無 ガ.吸 著實験

ニ ョリ、其 ノ上清 ノ補 膿増進法 ニ ヨルカ、或 ハ、

沈澱 感作抗元 ニヨ ツテ、鑑別可能 デ アル。唯其
価

ノ實験例 ガ少数 ナル テ以 テ、將來、多数例 ∴'ソ

キ、 ソノ成績 テ報告 スル考 ヘデ アル。余等 ノ實

験 数 ・、39例 ニ シテ、是等 ・＼ 徽毒 血清10例 、

徽 毒 二結核 ノ重合感染 アルモ ノ4例 、結核 ノe

ノモ ノ25例 デ アツタ。 鋸別様式 テ 表示 スルー

次 ノ如 シ。(第7表)



第1號 】 河 ～ド・市 山=鴻 上 氏 等 「ス クア ロ・ツ ベ ル 〃 リ ソ」ヲ抗 元 トス ル結 核補 燈 結 合反 磨 二帆 テ 、5・

第 7 表

補結反旛
一般試験

結桝 簾

吸 著 實 験

吸著 後 上澄 血清 i非 働 性 原 血 刷 灘 感作抗元

珊 柵 柵 柵 柵 冊 十i≡ ≡≡

冊 柵

柵 一

柵HP-十i≡ ≡i≡i≡

・冊 柵 柵 冊 升…≡ ≡

冊 柵 柵 一陛 十 ≡≡ ≡≡

冊 冊 帰i≡i≡i≡ii≡

熊 ≡ ≡≡i≡

柵 ・肚 熊 ≡i

列 定

徽劃 徽

十

十 十

十

(5)非 結核 性疾 患 二樹 スノv成績

非結核 性疾患 ニツイテへ 東京市立駒込病院 内

科 二於 テ、確實 二診断 サvタ 血清25例 二封 シ、

補禮結合反慮 ラ實施 シタ.是 等 ノ・、肺 炎3例 、

肺臓 膿瘍2例 、心臓讐膜障碍2例 、腎臓 炎2例 、

「ネ フローぜ」3例
、萎縮 腎3例 、 胃癌2例 、 胃

潰 瘍1例 、急 性最様突起 炎1例 、急性腸加答見

1例 、 脚氣3例 、急 性關節 「ロ イマチスj1例 、

パルキ ンソン氏病1例 一 シテ、其結核補禮結 合

反慮 ノ結 果 ハ、何 レモ陰性 デアツタ。 唯、 心臓

辮膜 障碍2例 中1例 二於 テ、補禮結合反慮 ノー

般試験 ノ結果 ガ、陽性 ナルモ ノア リシモ、吸著

實験 ラ行 フコ トニヨリ、結核補膿結 合性抗膿 ノ

存在 ガ謹明 サ レタ。

IV.総 括

鴻上氏等 新抗元S.T.一:一 一ヨル、結 核補艦 結合

反 磨 ラ、鴻 上氏等 ノ・1300例 、廣田氏 ハ645例 ノ

血清 二就 イテ實施 シ、其 ノ成績 ラ螢表 サ レテヰ

ル。余等 モ総数600例 ノ血清 ニ ツキ、S.T..一=

ヨル該反鷹 テ行 ツタ。其 ノ結果 ノ・次 ノ如 クデア

ノレo

I.結 核 血清200例 中、陽性率89.5%ニ シ テ、

伺時 二赤血球沈降反慮 テ行 ヘルモ ノ131例 、 之

ト補膣結合反慮 トノ關係 ハ、大膣 二於 テ、赤沈

値大 ナルモ ノ程陽性率大 ナ リ、 ト思 バ レル以外

二、大 シタ關係ノ、ナ ィ。

H.病 型 トノ關係 ハ、補禮結合反癒 テ實施 セ1し結

核患 者193例 二於 テ、之 テ観 ル ニ、陽性率 ノ・増

殖型 二於 テ最 モ大 ニ シテ、混合型 之 二次 ギ、滲

出型最 モ小 デアツタ。

m.127例 二於 テ、 喀疾中結 核菌 ノ有無 テ検査

シ、補腱結合反慮 トノ關係 テ観察 スル ニ、補艘

結合反慮 二於 ケル陽性率 ハ、開放性結 核 二於 テ、

非 開放性 ナル モ ノニ於 ケル ヨ リモ、大 デァル。

IV.結 核 患者 二接 スル機會 ノ多 イ、警師 ・看護

婦 ・附添婦等 二於 テノ・、60例 中18例(30%)陽 性

ニ シテ、 マ ン トー氏反 庭ノ・、56例(93%)陽 性 デ

アツタ.而 シテ、 マ ン トー氏反慮陰性 ナル場 合

ハ、補膿結合 反鷹 モ亦陰性 デ アツタ。

V.所 謂外観的健康者340例 二於 テハ、結核=補膿

結 合反癒 ノ陽性傘 ハ26男 ニ シテ、 陽性率大 ナ

ル ガ如 クナルモ、 ソノ例 テ、結核罹患 卒最 モ大

ナル、16歳 乃至20歳 ノ製統工場女 工 二求 メ タ

ル タノニ非 ズ ヤ ト考 ヘ ラレル。

VI.吸 著 實験 ニ ツイテハ、 ソ ノ被検例 少数 ナ レ

バ、今後 ノ實験 二挨 ツ ト入ル モ、結 核補艦 結合

性抗艦 ハ、乾燥S.T.菌 粉 末 一 ヨリ、完全 二、

吸著除去 スル コ トガ可能 デアル。此 ノ事實 コ リ、

徽 毒血清 二於 テハ、結核 トノ重合感染 ノ有無 ガ

鑑別 サ レル。

Vπ.非 結核性疾患25例 二於 テノ・、結核補膿結合

反慮 ハ、常 二陰 性 テ示 シタ。 唯1例(心 臓辮膜

障碍2例 中1例1陽 性 反慮 テ呈 シタルモ、吸著實

験 ニヨツテ、 悉 ク除去可能 ナル、眞性免疫性抗

膿(結 核補騰結合牲抗艦)・ 存 在 チ謹明 シ得 タ。



6河1・ ・市 山=鴻 上 氏 等 「ス ク ア ロ・ツベ ル ク リ ソ」ヲ抗 元 トス ル結 核 補 骸 結 含反 晦 二就 テ 【第16巻

稿ヲ 終ルニ臨 ミテ、種々御指導 テ賜 リシ園長加

1康三郎博士拉 二特別ナル御厚志 テ賜 リシ鴻上慶

治郎博士二封 シ、衷心感謝 シ、併 セテ實験上 ノ

便宜 テ賜 リシ諸氏二深謝 スル次第デアル。
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